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1 まえがき 

本資料は，66～275 kV・CV ケーブルの電力ケーブル線路におけるケーブル防食層保護装置（ギャップレス

アレスタ）の取付方法に関する基本的な考え方をまとめたものである。 

 

2 運用標準 

ユーザー標準（考え方）がある場合，ならびに特殊系統については別途各社個別に対応するものとするが，

基本的な基準は次のとおりとする。 

2.1 単心ケーブル線路の場合 

1) 接地方式 

原則として片端接地とする。（注 1） 

2) 接地の優先順位 

サージ侵入の厳しい順位は次のとおりである。 

＜厳しい＞ 

GIS 側 ＞ 架空線（鉄塔立上）＞ 架空線（架台終端）＞ 気中 S/S ＞ 変圧器側 

 

しかしながら，架空線（鉄塔立上）側を接地する場合には必然的に接地線が長くなり，接地をとって

も有効となりにくいとされている。そのため，ケーブル遮蔽層と鉄塔間に防食層保護装置を取り付け，

他端を接地することとする。（注 2） 

以上より，実際に適用する接地の順位としては， 

EB-G ＞ 架空線 EB-A ＞ 気中（S/S）EB-A ＞ 架空線 EB-A ＞ EB-O 

（架台終端）   （鉄塔立上） 

となる。 

(注 1） 本来は両端接地が望ましいが、単心ケーブルの場合はシース回路損失の影響で適切な導体サイ

ズで送電容量が確保できないことが多いため片端接地とするのが一般的である。 

片端接地とする場合，非接地端のシース誘起電圧は 50 V 以下になる長さまでを適用する。万一こ

の電圧を超えた場合には，人が容易に近づかないように柵で覆う，非接地端側に絶縁テープ巻きに

よる防食補強を行う等の対策を施すものとする。長距離線路を含め，単心ケーブルの接地方式の選

定に当たっては，付録 1 単心 CV ケーブル金属遮蔽層の接地方式を参照のこと。 

 （注 2） 鉄塔立上～鉄塔立上間のように両終端共接地線が長くなる等，有効な接地がとれない場合では，

両終端に防食層保護装置を取り付け，さらに電源側終端を接地する。 

3) 防食層保護装置取付位置 

a) 非接地終端 遮蔽層～接地点間 

ただし， 

鉄塔立上 EB-A 遮蔽層～鉄塔間 

接地線が 5 m 以上の場合 遮蔽層～架台間 

b) EB-G 絶縁筒間 （注 3） 

c) EB-O 遮蔽層～接地点間 

 絶縁筒間に取り付ける場合もある 
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2.2 3 心及びトリプレックスケーブル線路の場合 

1) 接地方式 

原則として両端接地とする。 

ただし，線路の構成上，片端接地とする場合もあるため注意が必要。（注 4） 

2) 防食層保護装置の取付位置 

a) 鉄塔立上の EB-A 遮蔽層～鉄塔間 

b) 接地線が長い（5 m 以上）終端 遮蔽層～架台間 

c) 非接地側終端（片端接地とする場合） 遮蔽層～接地点間 

d) EB-G 絶縁筒間 （注 3） 

 

（注 3）防食層保護装置を絶縁筒間に取り付ける場合には，絶縁筒保護装置と呼ぶことがある。 

（注 4） 

a) C-GIS～TR 間ケーブル線路 

回路保護の目的でケーブル回路に異常電流を検出するために CT を配置している。 

ケーブル接地方式を両端接地とすることで，遮蔽層に循環電流が流れることから，左記電流を CT が

異常電流として認識し，特高の遮断器をトリップ（開放）させてしまう事象が懸念される。接地の状

態（機器接地等）による影響もあると思われるが，CT メーカでは片端接地での運用をお願いしている

場合がある。 

b) 短尺線路 

ケーブル両端のよりほぐし長さの割合によっては循環電流が大きくなるため片端接地とすることも

ある。 




